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最近発生した火山噴火

西之島(2013～)

福徳岡ノ場(2021/8/13)

硫黄島（2023/11/03～）

トンガ フンガトンガ＝
フンガハアパイ(2022/1/15)

阿蘇山(2021/10/20)

https://www.afpbb.com/articles/-
/3036744?pid=15089201

撮影21/10/15 中田節也

気象庁

鳥島（2023/10/09 
地震？海底噴火？津波？）
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火砕流

非爆発的 爆発的

溶岩流 マグマ水蒸気爆発

マグマ（高温の気体液体固体がまざった粘り気のある物質）の噴出→多様な現象

プリニー式噴火

火山性地震
火山性地殻変動 火山灰

融雪型泥流

エトナ 雲仙普賢岳 ピナツボ

有珠 十勝岳 霧島新燃岳

INGV 中田節也 C. Newhall

高原町気象庁
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火山で見られる様々な現象
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水蒸気噴火 マグマ水蒸気噴火 マグマ噴火

火山噴火の種類（起因物質）
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周辺総人口：約140万人
観光客
登山者：年間30万人
周辺： 年間3000万人

東京から１００Ｋｍ

東海道新幹線
東名高速道路
中央高速道路

等幹線多数

富士山

御殿場市

富士吉田市

山中湖

河口湖

本栖湖

富士宮市

青木ヶ原
樹海

西湖精進湖

富士山概要
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富士山周辺のテクトニクス

フィリピン海プレート
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小山(1998)より

延暦（えんりゃく）噴火
（８００～８０２年）

足柄一帯に火山灰が堆積し、足柄路
不通 。新たに箱根路が開かれた。

貞観（じょうがん）噴火
（８６４～８６６年）
富士山北西山麓へ多量の溶岩を流出。
精進湖・西湖・青木ヶ原樹海形成

平安～江戸時代に約20回

西暦 ９３７年の噴火
溶岩が流れ、山中湖を形成した

有史以降の噴火
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元禄16年(1703年)
相模湾を震源とする元禄大地震(M8.2)

宝永4年(1707年)
 10/28 宝永大地震

(M 8.4：東海地震＋東南海地震)

12/16 宝永の噴火開始
南東の山体の一部が吹き飛び、
溶岩・砂礫からなる宝永山(2702m)
を形成した。

         噴火は１８日間続いた。
         

☆第5代将軍 徳川綱吉の治世

宝永噴火（１７０７年）

○一次災害：東麓（御殿場市・小山町付近）
降下軽石（最大３ｍ）・スコリア、火山灰
→ 家屋や倉庫の倒壊・消失
→ 田畑を覆い、耕作不可能→食糧不足
→ 用水路埋没 → 水の供給困難
８０年後（１７８３年）に天明の大飢饉

○二次災害：東側広範囲にわたる（足柄平
野・小田原等）
→ 酒匂川流域の大規模な土石流
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御殿場岩屑なだれ

富士火山東斜面で２９００年前に発生した山体崩壊。富士火山の東斜面にあった古富士火山が崩壊し、山麓
に御殿場岩屑なだれ堆積物が、また、その二次移動により御殿場泥流堆積物が堆積した
（宮地・富樫・千葉, ２００４） 
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富士山の火山観測体制

国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図 (甲府、静岡、東京、横須賀 )

●気象庁
●防災科研
●東大地震研
●国土地理院

●地震計
▲傾斜計
★GPS
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火山観測網（V-net）
16火山55観測点
（令和５年時点）

既設観測施設数

十勝岳 3

有珠山 3

北海道駒ヶ岳3

岩手山 3

草津白根山3
那須岳 6

浅間山3
富士山 6

伊豆大島 4

阿蘇山 4 三宅島 4

雲仙岳3

霧島山2

口永良部島2

樽前山 3

小笠原硫黄島3
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基盤的火山活動観測網(防災科研：V-net)
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基盤的火山観測網データ：地震（地震計）
火山性地震（構造性） 低周波地震

火山性微動
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富士山 富士山

硫黄島 硫黄島
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富士山の地震活動

火山性地震

低周波地震
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富士山の地震活動

2022/7/1-2024/7/8

低周波地震
火山性地震
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富士山の地下構造
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地震と火山噴火：2011年東北地方太平洋沖地震の影響

• 誘発地震 ・火山活動の活発化
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静岡県東部地震の影響(2011/3/15 22:31 Mjma6.4)
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○静的応力変化

• FEMによるモデル化
• 静的応力変化 0.001-0.1MPa (東北地震）/0.1-1MPa (静岡県東部地震）→静岩圧の0.2%
• マグマたまりの体積変化=0.05m3 (マグマ溜りが歪むような変形）

Fujita et al. (2013), BV

東北地方太平洋沖地震・静岡県東部地震の影響
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https://www.town.hakone.kanagawa.jp/hakone_j/kurashi/iza/oitati.html

箱根の噴火史
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有史以降の火山活動 日本活火山総覧（第4版）

年代 現象 活動経過・被害状況等

▲12 世紀後半から 13 世
紀ごろ

水蒸気噴火 3 回の火砕物降下
噴火場所は大涌谷付近

1933(昭和8）年
噴気・温泉異常 2 月。大涌谷の噴気孔の移動、姥子（うばこ）温泉湧出量減少

噴気 5 月 10 大涌谷の噴気孔で大音響とともに噴出、死者 1

1934(昭和 9)年 鳴動、熱 2 月 駒ヶ岳付近で鳴動、山麓一帯、地温上昇し、樹木枯死、土
塊の盛上り
22 日午後 4 時頃、駒ヶ岳北西の神山との鞍部で 噴気が発生し、
噴気の高さは 200m に及ぶ。翌日まで活動

1953(昭和 28) 山崩れ 7 月 26 日。早雲 (そううん )地獄で山崩れ、死者 10 名、負傷
者 16 名。全壊家屋 1 棟。翌日も時々山崩れ。

1974～78 (昭和 49～
53)年

噴気 74 年 9 月～78 年 2 月。大涌谷噴気地帯の移動。樹木枯死

2001(平成 13)年 10 地震・地殻変動 6～10 月(最大 M2.8 小田原市久野で震度 2)。箱根山を中心に
膨張 を示す地殻変動。また、群発地震発生直後から、大涌谷か
ら上湯 場付近にかけて噴気地帯が拡大し、大涌谷にある数箇所
で、蒸気 井の噴出の勢いが増した（暴噴）

2008(平成 20)年 地震・地殻変動 4 月駒ヶ岳付近で一時的に地震増加 (最大 M2.6)。9 月湖尻付近
お よび芦ノ湖北部で一時的に地震増加(最大 M2.5)。12 月駒ヶ
岳付 近で一時的に地震増加 (最大 M2.8)。6 月より、箱根山を
中心に膨 張を示す地殻変動。

2011(平成 23)年 地震 3 月～4 月。東北地方太平洋沖地震（2011 年 3 月 11 日）以降、 
駒ヶ岳から芦ノ湖付近、金時山付近、大涌谷北部での地震活動が 
活発化。有感地震多発。3 月 11 日 15 時 08 分 M4.6（震度 5 
弱）、 3 月 21 日 23 時 14 分 M4.2（震度 2）。
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有史以降の火山活動 日本活火山総覧（第4版）

年代 現象 活動経過・被害状況等

▲2015(平成27)年 ごく小規模水蒸気噴火 4月26日から地震増加、有感地震多発、5月初め頃からは大涌谷温
泉供給施設の噴気が増大した。
6月29日から7月1日にかけてごく小規模な噴火が断続的に発生。6
月29日07:32に火山性微動を観測した後、地震活動がさらに活発
化し、降灰や空振を観測。また同日の現地調査にて新たな噴気孔
（15－1火口）を確認、その後数日でさらに3つの新たな噴気孔を
確認。
これ以降、10月頃まではたびたび噴出現象を確認、また地震の多
い状態も継続した。

2019(令和元)年 地震・地殻変動 大涌谷周辺の想定火口域で活発な噴気活動が継続するなか、3月中
旬から山体浅部と深部それぞれの膨張を示すと考えられる地殻変
動を観測。4月下旬頃から火山性地震がやや増加し、5月中旬に急
増（最大M2.6）。
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• 2015年活動概要
– 4/26～ 浅部の地震増加

（大涌谷～神山）
– 5/5～ 更に地震活動活発化   

(5/15 442回)
– 6/29～ 地震活動再度活発化・
火山性微動発生

大涌谷で火口や噴気孔確認
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• 噴火警戒レベル
レベル３ 平成２７年６月３０日
１２時３０分

箱根山の火山活動
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(1-4)(2-1)
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箱根火山地震の発生メカニズムに関する研究 (Yukutake et al., JGR, 2011)
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http://www.onken.odawara.kanagawa.jp/modules/mysection1/item.php?itemid=33

地下深部からの高圧の
熱水供給が増える

断層破砕帯内への
高圧熱水が入り込
む

地震を誘発させながら
高圧熱水が断層破砕帯
内を拡がる
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火山災害について
小田原市に及ぶ影響・降灰被害とその対策
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富士山噴火の被害想定

火口ができる可能性のある範囲

火砕流・火砕サージ等が到達する可能性のある範囲

大きな噴石が到達する可能性のある範囲

溶岩流が3時間で到達する可能性のある範囲

溶岩流が24時間で到達する可能性のある範囲

融雪型火山泥流が到達する可能性のある範囲

富士山ハザードマップ（令和3年3月改定）
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富士山噴火の被害想定：溶岩流
全規模での溶岩流ドリルマップの重ね合わせ図

●想定火口位置（大規模）
●想定火口位置（中規模）
●想定火口位置（小規模）

■2時間で到達する可能性のある範囲
■3時間で到達する可能性のある範囲
■6時間で到達する可能性のある範囲
■12時間で到達する可能性のある範囲
■24時間で到達する可能性のある範囲
■7日間で到達する可能性のある範囲
■最終的に到達する可能性のある範囲
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神奈川県

“富士山の溶岩流が神奈川県に到達” 最新ハザードマップが示す脅威 | NHK

（１）溶岩流の噴出量がおよそ2倍に
最新のボーリング調査の結果、過去5600年間で最大規模の噴火となった貞観噴火
で噴出した溶岩流の量が、7億立方メートルから13億立方メートルへと規模を見直し

（２）詳細な地形データでシミュレーション

詳細な地形データをもとに、想定される噴火口から溶岩流の流れをシミュレーション
することで、より現実に近い溶岩流のルートの予測が可能に

http://#
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富士山噴火の被害想定

火砕流・火砕サージ到達範囲 融雪型火山泥流（最大流動深）
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富士山噴火の被害想定
大きな噴石の到達範囲 降灰（小さな噴石含む）の到達範囲

土石流の到達範囲
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富士山宝永級噴火シミュレーションの例：灰が積もる建物分布

降灰シミュレーション 暴露度・脆弱性評価



34気象庁：降灰予報の高度化に向けた検討会」（第１回）資料より

降灰被害とその対策
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国際火山災害健康リスク評価ネットワーク(IVHHN)
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溶岩流の例：2018 ハワイ キラウエア火山噴火
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Neal et al., Science, 2019
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レイラニ居住区

噴火口 8

噴火口 24

（訪問2020/02/18)
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１．Jacquieさんへのヒアリング
Q避難はどうでしたか？
・神様の息がかかっている地域に住んでいると信じてい
る。
・神様への感謝がないと、この地域で住んでいけない。
・住んでいる人たちは溶岩を知っていて、溶岩を止める
ことはできないことも知っている。しかし、最近の入
国者の中には分かっていない人もいるかもしれない。

Qレイラニエステートはいつできたか？
・1970年代に建てられたと記憶している。その前はパパ
イヤ畑、農園等があった。
・ここは、たくさんの火山活動の影響を受けている。
・数ヶ月前からこのエリアに入れるようになった。そし
て居住者がもどり、自分の家の場所を言い合っている。

・ここに住むことについて、違法合法は無いと思ってい
る。ハワイアンみんなのものだと思っている。

・通常、南東に溶岩流が流れていたのだが、今回は東に
流れていった。そしてパホアの街の方に向かっていっ
た。

２．Louisさんへのヒアリング
Q避難しましたか？
・避難しろと言われたから、避難した。準備しろと言われ
たが、着の身着のままで避難した。とくに準備するもの
はない。早く戻りたかった。家財が盗まれてないか心配
だった。避難したくない人も多かったようだ。

・隠れて居残りしている人もいたが、行政の方に見つかっ
てしまい避難した。
・噴火が始まって家のすぐ横を溶岩が通っていった。
・庭には裂け目や火口がある。
（写真の利用は、商業利用はダメだが、それ以外はOK。
小学校の教科書等はOK。）

Q溶岩流対策は？
・また溶岩流が来るだろうから、無意味だと考えている。

Q復旧対策は？
・ナショナルパークにしようと考えていると聞いた。
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カラパナ(2010年溶岩流)

・2010年噴火の数年前に住んだ。許可を必要と
せず住める場所だった。
・しかし、もともとの所有者に連絡をして、土
地は買った。
・建築家なので、家は自分で建てた。
・2010年噴火では、最初に薄い溶岩流が流れて
1夜で家が焼失した。その後、数日で溶岩流が
3mくらいの高さまでになった。
・2014年にまた戻ってきて、今の家を溶岩流の
上に建てた。
・保険もある。しかし溶岩流被害の保険は高い。
2010年噴火前は、保険はかけられたが、危険
度がゾーン2（ゾーンは全部で9）で高いこと
や、今回は家を建てるのに届け出をだしてい
ないことなどもあり、保険はかけていない。

Garyさん（男性 推定60代：写真家）

（訪問2020/02/18)
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まとめ（Q＆A）
Q:富士山の噴火は事前にわかるか？

A: 地下からマグマが上昇する際の火山性地震の増加
山体の変形により、どのあたりから噴火するかは想定が可能
地下のマグマの量にもよるが、中期的には数か月、
短期的には数日から数時間前には分かるでしょう
南海トラフ地震（特に東海地震破壊域が動いた場合）後は要注意
（ただし現在の富士山はそこまで噴火の準備ができてはいない）

Q:首都圏から、いつ・どこに逃げたらいいか？

A: 首都圏への直接的な影響は”降灰“が主（若干、火山ガスも）。
噴火発生から1時間～数時間程度で到達する可能性があるが
堆積するまでにはもう少し時間的猶予がある
大規模噴火の前兆は数日前にはわかるであろう
北関東や東北、長野・北陸経由で西日本へ

Q:新型コロナ禍での対応

A: マスクは降灰対策にも有効。避難所等では距離を保つ。早期の疎開は有効。
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